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《
内
容
紹
介
》
胡
如
雷
著
『
中
国
封
建
社
会
形
態
研
究
』
本
書
は
、
一
九
七
九
年
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
も
町
で
(
初
稿
は
一
九
六
四
年
に
完
成
:
〔
序
言
〕
)
、
陪
唐
史
を
専
門
と
す
る
胡
如
雷
氏
が
、
7
ル
ク
ス
史
観
に
依
拠
し
て
、
中
国
封
建
社
会
全
体
(
戦
国
ア
ヘ
ン
戦
争
以
前
、
西
麿
前
四
五
三
|
一
八
四
O
年
)
に
つ
い
て
の
分
析
を
試
み
た
舎
で
あ
る
。
そ
の
分
析
は
、
政
治
経
済
学
及
び
歴
史
発
展
と
の
両
面
か
ら
試
み
ら
れ
て
は
い
る
が
、
本
番
町
大
部
分
は
前
者
向
面
か
ら
の
分
析
に
当
て
ら
れ
て
お
り
(
第
一
四
編
)
、
力
的
入
れ
方
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
本
書
の
構
成
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
(
章
節
は
省
略
。
)
内
向
数
字
は
、
そ
の
編
円
分
量
を
示
す
頁
数
。
)
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序
雷
同
(
七
)
第
一
編
封
建
土
地
所
有
制
{
五
六
)
第
二
編
地
租
・
剥
削
形
式
与
農
民
的
経
済
地
位
(
一
O
こ
第
三
綱
自
然
経
済
与
商
品
経
済
(
一
二
七
}
第
四
編
農
業
経
済
的
再
生
産
与
周
期
性
経
済
危
機
(
九
O
)
第
五
編
中
国
封
建
社
会
史
的
分
期
(
四
一
)
結
束
語
(
三
)
渡
弘
昌
以
下
、
本
書
の
構
成
に
従
っ
て
、
各
編
町
内
容
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
が
、
内
容
が
豊
富
な
た
め
、
紹
介
者
の
関
心
に
よ
っ
た
紹
介
に
な
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
〔
第
一
編
〕
こ
の
編
で
は
、
封
建
社
会
の
経
済
を
研
究
す
る
出
発
点
と
し
て
、
土
地
所
有
制
を
分
析
し
て
い
る
。
土
地
所
有
権
を
区
分
す
る
基
本
的
な
原
則
は
、
地
租
の
占
有
権
・
土
地
内
継
承
権
と
売
買
権
な
ど
の
条
件
で
あ
る
。
こ
の
原
則
か
ら
中
国
封
建
社
会
の
土
地
所
有
制
を
区
分
す
る
と
、
国
家
に
よ
る
土
地
所
有
(
原
文
で
は
「
国
有
制
」
)
・
地
主
に
よ
る
土
地
所
有
・
自
作
農
(
原
文
で
は
「
自
耕
農
」
)
に
よ
る
小
規
模
な
土
地
所
有
、
の
三
種
類
に
な
る
。
そ
の
中
で
、
地
主
及
び
自
作
農
に
よ
る
土
地
所
有
は
、
と
も
に
私
的
土
地
所
有
に
属
す
る
が
、
両
者
の
聞
に
は
生
産
上
町
地
位
と
生
産
物
の
分
配
に
違
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
主
的
土
地
は
、
佃
農
に
対
し
て
搾
取
を
進
め
て
い
〈
物
質
的
基
盤
で
あ
る
の
に
対
し
、
自
作
農
の
土
地
は
、
自
作
農
が
地
主
政
権
か
ら
受
け
る
搾
取
の
客
観
的
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
搾
取
関
係
か
‘
り
す
れ
ば
、
地
主
に
よ
る
土
地
所
有
は
、
む
し
ろ
「
国
有
制
」
に
等
し
い
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
70 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
種
類
の
土
地
所
有
制
町
中
で
最
も
支
配
的
な
地
位
に
あ
っ
た
町
は
、
地
主
に
よ
る
土
地
所
有
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
土
地
所
有
に
は
、
ω土
地
内
売
買
が
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
よ
り
土
地
兼
併
を
推
進
し
て
い
っ
た
。
ω土
地
の
所
有
に
身
分
的
な
制
約
が
な
か
っ
た
た
め
、
個
々
の
地
主
的
経
済
力
が
そ
の
所
有
国
税
町
大
き
さ
を
決
定
し
た
。
ω西
欧
中
世
町
ご
と
き
荘
園
経
済
の
体
制
が
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
ー
ー
と
い
ヱ
ニ
つ
の
特
色
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
特
色
は
、
土
地
兼
併
を
推
進
し
て
大
土
地
所
有
を
発
展
さ
せ
た
た
的
、
階
級
矛
盾
激
化
的
根
本
的
な
原
因
と
な
っ
た
。
〔
第
二
網
〕
こ
の
編
で
は
、
地
租
、
租
佃
制
、
佃
燥
な
ど
の
農
民
的
経
済
地
位
、
経
済
外
強
制
及
び
国
家
的
政
体
を
分
析
し
て
い
る
。
地
粗
や
賦
税
の
徴
収
は
、
と
も
に
階
級
矛
盾
を
尖
鋭
化
さ
せ
た
が
、
そ
れ
は
さ
ら
に
地
価
(
地
租
及
び
賦
税
と
密
接
な
関
係
に
み
る
)
を
変
動
さ
せ
た
。
そ
じ
て
地
価
の
下
落
は
、
ー
基
本
的
な
経
済
矛
盾
」
(
1
「
封
建
的
大
土
地
所
有
制
と
生
産
過
程
内
側
体
性
と
の
聞
の
矛
盾
」
)
の
尖
鋭
化
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
租
佃
関
係
に
お
け
る
定
額
租
制
の
出
現
や
生
産
力
的
発
展
も
、
そ
の
尖
鋭
化
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
地
主
は
地
租
の
占
有
を
通
し
て
佃
燥
を
搾
取
し
た
。
し
か
し
、
地
主
は
唱
に
政
治
に
参
加
し
得
た
わ
け
で
は
な
〈
、
ま
た
土
地
所
有
権
に
政
治
権
力
が
付
属
し
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
土
地
は
売
買
や
譲
渡
が
可
能
だ
っ
た
た
め
、
地
主
的
佃
燥
に
対
す
る
搾
取
は
強
力
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
佃
農
は
、
地
主
的
「
奪
回
増
租
」
に
対
抗
す
る
一
方
、
水
佃
権
闘
争
(
l土
地
?
氷
え
使
用
格
的
処
得
を
目
的
と
し
た
闘
争
)
を
展
開
し
、
成
功
を
収
め
る
場
合
も
あ
っ
た
。
畑
農
が
自
作
農
に
転
化
す
る
主
要
な
道
は
、
農
民
起
義
や
農
民
戦
争
に
参
加
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
地
主
経
済
的
外
に
自
作
曲
は
が
存
杭
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
主
畑
農
及
び
自
作
山
崎
町
経
済
地
位
は
、
側
々
の
地
主
を
し
て
、
「
各
地
主
を
越
え
、
全
地
主
の
意
志
を
代
表
し
て
行
政
・
司
法
・
軍
事
的
諸
椛
を
行
使
す
る
」
専
制
主
義
的
な
中
央
集
権
制
及
び
官
僚
政
治
を
必
要
と
せ
し
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
必
要
か
ら
形
成
さ
れ
た
政
権
は
、
地
主
一
に
よ
る
土
地
所
有
を
経
済
基
般
と
し
て
い
た
の
で
、
政
治
的
集
中
と
経
済
の
集
中
と
が
一
致
し
て
お
ら
ず
、
不
安
定
な
も
町
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
中
固
め
封
建
社
会
は
、
統
一
集
織
が
確
立
し
て
い
る
時
期
で
も
、
市
に
分
裂
の
危
険
性
を
苧
ん
で
い
た
。
ま
た
こ
の
政
権
は
、
階
級
矛
盾
を
激
化
さ
せ
た
ほ
か
、
そ
の
存
在
が
闘
争
円
目
標
と
な
り
易
か
っ
た
た
め
、
農
民
起
義
や
農
民
戦
争
の
規
模
拡
大
の
政
治
的
要
因
で
も
あ
っ
た
。
〔
第
三
編
〕
こ
の
網
で
は
、
商
品
生
産
と
商
品
流
通
、
商
品
価
格
と
価
値
法
則
、
都
市
経
済
と
市
民
運
動
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
地
主
に
よ
る
土
地
所
有
及
び
そ
の
派
生
と
し
て
の
租
佃
制
は
、
生
産
規
模
の
拡
大
や
分
業
向
発
迭
を
妨
げ
た
た
め
、
中
国
の
封
建
社
会
で
も
、
自
然
経
済
が
よ
り
支
配
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
微
弱
な
が
ら
も
、
商
品
経
済
も
比
絞
的
早
い
時
期
か
ら
発
達
し
て
お
り
、
そ
れ
は
中
国
封
建
社
会
的
重
要
な
特
徴
的
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
川
地
主
的
顕
著
な
都
市
定
住
化
及
び
租
殺
の
出
売
に
よ
り
、
地
玉
経
済
と
商
品
経
済
と
の
関
係
が
強
化
さ
れ
た
点
、
ω農
民
が
経
済
状
況
の
良
悪
に
拘
ら
ず
、
常
に
商
品
経
済
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
易
か
っ
た
点
、
ω商
品
経
済
が
発
達
す
る
場
所
と
し
て
必
要
な
封
建
都
市
(
「
都
県
都
市
」
)
が
、
早
く
か
ら
出
現
し
た
点
、
ω地
王
政
権
的
政
策
、
な
と
が
あ
げ
り
札
る
。
と
こ
ろ
で
、
中
園
内
封
建
都
市
は
、
統
的
柴
田
(
搾
取
階
級
)
の
政
治
71 
及
ぴ
軍
事
上
向
必
要
性
か
ら
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
既
に
戦
国
期
に
出
現
し
て
い
た
(
著
者
は
こ
の
形
成
上
の
特
色
を
ふ
ま
え
て
「
郡
県
都
市
」
と
呼
ぶ
)
。
そ
の
「
郡
県
都
市
」
で
は
、
一
般
的
生
活
必
需
品
の
ほ
か
、
都
市
町
官
僚
・
貴
族
向
け
向
者
修
品
を
製
造
す
る
商
品
生
産
が
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
っ
し
た
商
品
の
流
通
は
、
主
に
遠
隔
地
聞
の
交
易
に
従
事
す
る
客
商
に
よ
っ
て
い
た
。
後
に
社
会
的
分
業
が
発
展
し
て
商
品
経
済
的
水
準
が
高
く
な
る
と
、
客
商
の
ほ
か
に
坐
商
(
腐
舗
商
人
)
に
よ
る
商
品
流
通
も
疎
ん
に
な
り
、
ま
た
「
郡
県
都
市
」
の
手
工
業
が
急
速
に
発
展
し
て
、
「
郡
県
都
市
L
町
経
済
上
町
窓
義
も
、
次
第
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
商
工
業
の
発
展
が
基
本
的
な
物
質
条
件
と
な
っ
て
、
地
方
向
農
村
に
は
市
築
や
市
銀
が
発
達
し
た
が
、
そ
の
発
達
同
事
情
は
、
言
わ
ば
「
郡
県
都
市
」
と
全
く
逆
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
「
郡
山
時
都
市
L
と
市
柴
や
市
鋲
の
発
達
し
た
農
村
と
の
問
に
存
在
し
た
支
配
と
搾
取
の
閃
係
は
‘
実
質
的
に
は
、
地
主
階
級
町
農
民
階
級
に
対
す
る
圧
迫
と
搾
取
の
関
係
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
中
国
に
於
け
る
都
市
と
農
村
と
の
対
立
関
係
は
、
必
然
的
に
階
級
闘
争
に
相
対
応
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
「
郡
県
都
市
」
で
は
、
そ
の
居
住
者
向
大
部
分
が
官
僚
・
貴
族
等
だ
っ
た
た
め
、
そ
の
支
配
は
封
建
統
治
者
向
手
中
に
あ
っ
た
。
加
え
て
、
時
に
は
市
民
向
上
層
部
分
が
官
吏
と
結
託
し
た
の
で
、
市
民
運
動
は
大
き
〈
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
西
欧
の
ご
と
く
自
治
権
を
確
立
し
て
自
由
都
市
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
〔
第
四
編
〕
こ
の
編
で
は
、
高
利
貸
資
本
と
周
期
的
な
経
済
危
機
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
佃
農
と
自
作
農
町
再
生
産
は
、
労
働
の
能
率
な
ど
の
ほ
か
、
自
然
条
件
や
地
租
或
は
賦
税
の
軽
量
に
よ
る
影
響
を
も
受
け
る
た
め
に
、
そ
の
生
産
規
模
は
常
に
変
動
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
地
租
を
他
に
転
嫁
で
き
な
い
佃
農
は
、
特
に
再
生
産
が
困
難
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
組
佃
制
は
、
ま
た
佃
践
と
高
利
貸
と
円
借
貸
関
係
を
促
進
し
、
高
利
貸
資
本
(
地
価
的
変
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
利
息
は
地
代
的
変
化
し
た
も
の
)
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
高
利
貸
資
本
は
、
た
だ
直
接
的
に
生
産
力
を
破
壊
し
た
だ
け
で
な
く
、
土
地
兼
併
と
こ
れ
に
よ
っ
て
悲
起
き
れ
る
「
基
本
的
な
経
済
矛
盾
し
を
も
尖
鋭
化
し
、
さ
ら
に
級
消
を
周
期
的
な
危
機
に
陥
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
矛
盾
は
、
結
局
農
民
階
級
と
地
主
階
級
と
の
矛
盾
を
激
化
さ
せ
、
大
規
模
な
農
民
起
義
や
山
崎
氏
戦
争
を
起
ニ
さ
せ
た
。
い
ま
そ
の
経
済
危
機
に
注
目
す
る
と
、
農
業
経
消
及
び
商
品
続
消
の
展
開
状
況
に
は
、
危
機
段
階
↓
回
復
段
階
↓
発
展
段
階
そ
し
て
再
ぴ
危
機
段
階
へ
と
い
う
周
期
的
な
変
化
(
約
二
、
二
一
百
年
を
一
周
期
と
す
る
)
が
認
め
り
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
う
ち
、
危
機
段
階
に
は
良
民
起
義
が
頻
発
し
、
規
模
も
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
民
民
起
義
は
、
劣
悪
化
し
た
租
佃
関
係
中
心
同
生
産
関
係
を
調
料
品
し
、
農
業
経
済
的
危
機
を
い
見
服
す
る
と
と
も
に
、
確
回
と
し
た
物
質
的
基
錠
を
欠
い
た
「
病
的
な
」
商
品
経
済
を
、
正
常
な
状
態
に
回
復
さ
せ
る
。
し
か
し
、
そ
の
回
復
段
階
か
ら
発
展
段
階
に
移
る
と
、
経
済
的
持
続
的
発
皮
肉
中
で
、
新
た
な
土
地
兼
仰
の
急
速
な
進
展
や
、
こ
れ
に
伴
う
商
品
経
済
の
「
病
的
立
L
繁
栄
が
再
現
し
、
こ
の
段
階
は
次
的
危
機
段
階
へ
逃
L
準
備
期
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
的
周
期
的
変
化
は
、
全
く
同
じ
段
階
の
繰
り
返
し
で
は
な
か
っ
た
が
、
曲
折
し
た
発
展
で
あ
っ
た
た
め
、
「
中
国
封
建
社
会
町
民
期
に
わ
た
る
停
滞
の
最
も
主
嬰
な
原
限
と
主
っ
た
」
(
二
一
五
八
頁
)
L
、ま
た
、
農
民
起
義
や
県
民
戦
争
の
規
模
拡
大
向
原
悶
に
も
な
っ
た
。
72 
以
上
町
四
編
で
は
、
中
国
封
建
社
会
を
言
わ
ば
横
内
面
か
ら
分
析
し
て
い
る
が
、
最
後
の
第
五
編
で
は
、
こ
れ
を
縦
の
面
即
ち
歴
史
発
展
内
面
か
ら
分
析
し
、
西
欧
中
世
内
発
展
と
比
較
し
て
い
る
固
〔
第
五
編
〕
中
国
内
封
建
社
会
は
そ
れ
自
体
内
最
終
段
階
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
な
〈
、
西
欧
列
強
に
よ
っ
て
半
封
建
半
値
民
地
化
せ
し
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
様
々
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
前
町
中
国
封
建
社
会
は
、
結
局
如
何
な
る
段
階
に
達
し
た
の
か
?
中
国
封
建
社
会
の
各
時
期
(
後
述
内
前
・
後
期
を
さ
す
)
は
、
封
建
社
会
の
全
過
程
の
中
で
、
如
何
な
る
段
階
に
相
当
す
る
の
か
?
1
ー
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
、
中
図
的
封
建
社
会
史
を
区
分
し
て
み
る
。
し
か
し
そ
の
区
分
に
、
西
欧
中
世
史
の
区
分
方
法
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
一
一
号
つ
ま
で
も
な
く
不
適
切
で
あ
る
。
そ
こ
で
中
国
封
建
社
会
の
具
体
的
な
状
況
を
見
て
み
る
と
、
大
部
分
町
時
期
に
農
民
階
級
が
時
代
の
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
農
民
起
義
が
各
時
代
的
主
要
な
特
徴
と
方
向
と
を
決
定
し
て
い
る
。
故
に
中
国
で
は
、
農
民
起
義
と
農
民
戦
争
的
発
展
及
び
変
化
を
基
準
に
し
て
、
封
建
社
会
的
歴
史
を
区
分
す
る
こ
と
が
最
も
適
切
で
あ
る。
農
民
起
義
と
農
民
戦
争
を
基
準
に
す
る
と
、
中
園
内
封
建
社
会
的
歴
史
は
、
北
宋
の
成
立
を
境
に
し
て
前
・
後
期
に
区
分
で
き
る
。
そ
こ
に
は
、
①
農
民
起
義
に
見
ら
れ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
円
変
化
(
地
主
政
権
が
対
象
↓
地
主
経
済
が
対
象
1
「
均
貧
富
」
「
均
田
」
)
、
②
均
田
制
崩
壊
前
後
町
土
地
制
度
上
の
変
化
(
大
量
的
自
作
農
が
存
在
L
そ
の
佃
良
化
)
、
③
賦
役
制
度
上
向
変
化
(
丁
・
口
・
戸
に
照
ら
し
た
賦
税
の
徴
収
↓
土
地
・
財
産
・
戸
等
に
照
ら
し
た
徴
収
へ
)
及
び
そ
れ
に
伴
、
っ
地
主
政
権
と
地
主
と
の
聞
の
闘
争
の
変
化
(
農
民
に
対
す
る
直
接
の
搾
取
擦
を
争
う
も
の
↓
土
地
を
争
う
も
の
へ
)
、
④
坊
市
制
打
破
以
後
円
都
市
経
済
的
発
展
と
貨
幣
流
通
の
盛
行
、
並
ぴ
に
こ
れ
に
貢
献
し
た
商
工
業
者
向
階
級
闘
争
へ
の
参
加
の
出
現
、
⑤
統
一
さ
れ
た
中
央
集
権
の
強
化
ー
ー
ー
こ
う
し
た
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
区
分
で
き
る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
変
化
的
萌
芽
は
、
既
に
唐
代
後
期
や
五
代
十
図
的
時
代
に
出
現
す
る
が
、
顕
著
に
な
る
の
が
北
宋
以
降
の
た
め
、
そ
の
成
立
し
た
九
六
O
年
を
画
期
と
し
て
前
・
後
期
に
区
分
す
る
。
な
お
、
こ
の
前
・
後
期
を
西
欧
中
世
史
(
三
分
法
)
と
比
較
す
る
と
、
前
期
は
西
欧
中
世
の
第
一
期
(
五
ー
一
O
世
紀
)
に
、
後
期
は
そ
の
第
二
期
(
一
O
l
一
五
世
紀
)
に
、
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
。
中
国
封
建
社
会
前
期
の
自
作
農
町
佃
農
化
及
び
農
民
起
義
は
、
西
欧
中
世
第
一
期
的
自
由
農
民
的
農
奴
化
及
び
農
民
的
反
農
奴
化
闘
争
に
、
そ
れ
ぞ
れ
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
中
国
封
建
社
会
後
期
的
、
坊
市
制
打
破
以
後
的
経
済
発
展
・
中
央
集
権
円
強
化
・
農
民
起
義
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
町
変
化
等
に
見
ら
れ
る
階
級
闘
争
内
水
準
の
上
昇
は
、
西
欧
中
世
第
二
期
に
も
ほ
ぽ
同
様
に
見
句
れ
る
(
但
し
西
欧
で
の
中
央
集
権
制
的
形
成
は
、
こ
の
第
二
期
)
。
し
か
し
中
国
封
建
社
会
後
期
で
は
、
貨
幣
地
代
が
ま
だ
支
配
的
で
な
く
、
原
始
的
蓄
積
の
段
階
に
達
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
で
西
欧
中
世
第
二
期
と
異
む
る
。
そ
し
て
ま
た
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
内
発
展
及
び
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
的
頻
発
を
特
徴
と
す
る
、
西
欧
中
世
第
三
期
二
六
、
七
世
紀
)
に
相
当
す
る
時
期
は
、
中
国
に
は
な
い
。
前
・
後
期
に
区
分
さ
れ
る
中
国
封
建
社
会
的
歴
史
は
、
さ
ら
に
細
か
〈
、
前
期
は
四
つ
(
戦
園
、
楽
謀
、
貌
高
官
南
北
朝
、
陥
唐
五
代
)
、
後
期
は
二
つ
(
宋
遼
金
元
、
明
清
)
の
時
期
に
区
分
で
き
る
。
以
上
円
分
析
の
結
論
と
し
て
、
著
者
は
〔
結
束
語
〕
で
、
中
国
封
建
社
会
に
於
け
る
基
本
的
な
経
済
法
則
に
つ
い
て
、
自
ら
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
中
国
で
は
「
主
に
売
買
を
通
し
て
土
地
を
兼
併
す
る
方
法
や
、
或
は
佃
農
を
搾
取
す
る
方
法
に
よ
っ
て
、
地
主
が
地
租
を
占
有
す
る
こ
と
や
、
常
に
増
加
す
る
，
寄
生
的
な
消
費
。
を
満
た
す
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
た
」
(
四
二
二
頁
)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
補
足
説
明
に
よ
れ
ば
、
地
租
の
占
有
と
7
寄
生
的
な
消
費
。
を
満
た
す
こ
と
」
の
二
つ
を
並
べ
て
あ
げ
て
い
る
の
は
、
地
租
の
大
部
分
が
土
地
問
購
入
に
用
い
ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
，
寄
生
的
な
消
費
u
と
述
べ
た
の
は
、
地
主
が
単
に
地
租
を
搾
取
す
る
の
み
で
、
生
産
に
投
資
し
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。
な
お
右
の
経
済
法
則
に
お
い
て
、
中
国
租
佃
制
下
町
佃
農
を
、
著
者
は
「
依
附
佃
農
」
と
表
現
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
中
国
の
租
佃
制
を
西
欧
中
世
町
農
奴
制
と
区
別
す
る
著
者
向
意
図
に
よ
る
も
の
で
、
著
者
は
、
「
依
附
佃
農
」
と
農
奴
と
の
聞
の
経
済
地
位
向
上
下
は
断
定
し
難
い
と
述
べ
な
が
ら
も
、
一
般
に
「
依
附
佃
農
」
は
農
奴
に
比
べ
て
、
地
主
か
ら
受
け
る
生
活
上
の
保
障
が
欠
け
て
お
り
、
従
っ
て
経
済
的
に
破
産
す
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
し
て
破
産
し
た
「
依
附
佃
農
」
は
、
当
然
地
主
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
と
指
摘
す
る
(
第
二
編
・
一
一
八
|
一
二
三
頁
を
参
照
)
。
著
者
は
こ
の
特
色
を
ふ
ま
え
て
、
特
に
「
依
附
」
と
い
う
語
を
「
佃
農
」
に
被
せ
た
、
と
紹
介
者
は
考
え
る
。
以
上
、
甚
だ
粗
雑
で
あ
り
、
ま
た
著
者
向
力
点
は
前
半
四
編
に
置
か
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
第
五
編
に
か
な
り
の
字
数
を
賀
し
た
が
、
一
応
内
容
の
紹
介
を
し
て
み
た
。
著
者
は
、
政
治
経
済
学
及
び
歴
史
発
展
の
両
面
。7
か
ら
、
中
国
封
建
社
会
全
体
を
分
析
し
、
そ
の
結
論
を
右
で
紹
介
し
た
法
則
に
要
約
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
本
書
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
封
建
社
会
全
体
を
対
象
と
し
、
し
か
も
右
の
よ
う
な
両
而
か
ら
分
析
し
て
い
る
こ
と
で
あ
リ
、
ま
た
も
う
一
つ
は
、
中
国
の
封
建
社
会
史
の
区
分
に
、
農
民
起
義
及
ぴ
農
民
戦
争
を
基
準
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
後
者
は
、
注
目
す
べ
き
試
み
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
著
者
向
分
析
は
、
西
欧
と
の
比
較
を
絶
え
ず
念
頭
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
中
国
と
西
欧
と
を
混
同
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
「
郡
県
都
市
」
と
か
「
依
附
佃
農
」
と
い
う
語
を
用
い
て
、
西
欧
中
世
の
都
市
や
農
奴
と
の
区
別
を
明
確
に
し
て
お
り
、
無
理
に
西
欧
の
型
を
中
国
に
当
て
は
め
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
当
然
な
が
ら
、
こ
れ
は
研
究
上
必
要
な
態
度
で
あ
る
。
ま
た
、
著
者
は
〔
序
言
〕
で
「
マ
ル
ク
ス
史
観
に
依
拠
し
て
:
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
全
体
を
通
読
し
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
歴
史
を
直
線
的
に
発
展
す
る
も
の
と
考
え
て
論
を
展
開
し
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
中
国
封
建
社
会
的
実
情
を
中
心
に
据
え
て
論
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
、
そ
れ
は
例
え
ば
、
経
済
を
周
期
的
に
展
開
し
た
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
評
価
す
べ
き
占
が
あ
る
ほ
か
、
他
方
問
題
占
も
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。
中
国
封
建
社
会
史
的
区
分
の
目
的
は
、
半
封
建
半
植
民
地
化
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
著
者
自
ら
述
べ
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
論
及
が
不
充
分
な
の
も
そ
の
一
つ
だ
。
と
こ
ろ
で
、
紹
介
者
に
課
せ
ら
れ
た
の
は
、
文
字
通
り
本
書
の
内
容
紹
介
で
あ
り
、
ま
た
逐
一
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
、
未
熟
な
紹
介
者
の
力
量
を
進
か
に
越
え
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
既
に
発
表
さ
れ
た
回
居
倹
・
楊
生
民
両
氏
の
書
評
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
書
的
問
題
点
的
提
示
に
か
え
た
い
。
74 
ま
ず
田
居
倹
氏
は
「
独
騨
践
径
、
大
醇
小
抗
評
介
胡
如
雷
著
『
中
国
封
建
社
会
形
態
研
究
』
|
」
(
歴
史
研
究
一
九
八
O
|
四
)
町
中
で
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ω前
半
四
編
の
詳
細
な
分
析
に
対
し
、
第
五
編
で
の
分
析
の
程
度
が
浅
い
。
ま
た
両
部
分
の
相
互
の
つ
な
が
り
に
必
然
性
が
な
い
。
ω地
主
階
級
が
そ
の
時
代
的
中
心
と
さ
れ
る
戦
固
と
秦
漢
の
時
期
を
、
農
民
起
義
や
農
民
戦
争
を
基
準
に
区
分
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
即
ち
こ
の
時
期
に
は
、
農
民
起
義
や
農
民
戦
争
が
そ
の
時
期
の
歴
史
発
展
的
方
向
を
決
定
し
た
と
は
言
い
難
い
か
ら
で
あ
る
。
ω著
者
は
陪
唐
史
を
専
門
と
し
て
い
る
の
で
己
む
を
得
な
い
が
、
史
料
の
引
用
が
時
代
ご
と
に
均
等
で
な
い
。
次
に
楊
生
民
氏
は
「
閲
於
中
国
封
建
土
地
所
有
制
的
一
些
問
題
与
胡
如
雷
同
志
商
権
!
」
(
歴
史
研
究
一
九
八
一
一
ニ
)
町
中
で
、
本
書
第
一
編
に
関
し
て
、
次
円
よ
う
な
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
山
著
者
は
、
地
租
の
占
有
者
を
基
準
に
し
て
、
土
地
所
有
権
の
属
性
(
性
質
)
を
判
断
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
方
法
は
誤
り
で
、
著
者
は
、
経
済
の
範
鳴
に
属
す
る
土
地
所
有
制
と
法
的
権
利
的
範
鳴
に
属
す
る
土
地
所
有
権
と
を
混
同
し
て
い
る
。
ωま
た
著
者
は
、
中
国
的
封
建
制
的
特
徴
と
し
て
、
土
地
と
権
力
と
の
未
結
合
を
あ
げ
る
が
、
そ
れ
も
誤
り
で
あ
る
。
中
圏
内
封
建
的
土
地
所
有
制
下
で
ち
、
土
地
と
権
力
と
の
結
合
は
、
基
本
的
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
冊
さ
ら
に
著
者
は
、
地
主
が
土
地
兼
併
を
進
め
て
い
く
上
で
の
主
要
な
手
段
が
、
土
地
の
購
入
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
こ
に
は
具
体
的
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
少
な
く
と
も
前
漢
及
び
消
町
時
期
に
は
、
こ
の
こ
と
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
右
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
に
、
胡
如
雷
氏
は
ど
う
答
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
的
研
究
に
注
目
し
た
い
。
ま
た
加
え
て
、
日
本
で
も
本
格
的
な
書
評
の
書
か
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
以
上
、
本
書
町
内
容
を
紹
介
し
、
併
せ
て
回
居
倹
楊
生
民
両
氏
の
批
判
点
を
提
示
し
た
。
早
の
み
こ
み
か
ら
く
る
誤
解
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
偏
に
紹
介
者
向
未
熟
さ
に
よ
る
も
の
で
、
御
寛
容
を
お
願
い
し
た
い
。
一
九
七
九
年
七
月
二
0
・
三
セ
ン
チ
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
庖
よ
こ
一
三
・
九
セ
ン
チ
四
二
四
頁 た
て
